
　大阪の古い名称である難波の名が付けられている難波
橋は、中之島をまたぐ堂島川と土佐堀川に架かる大阪を代
表する橋の一つ。ライオン像が配置されていることから、ライ
オン橋とも呼ばれ親しまれている。
　橋が架けられた時期は明らかでないが、寛文元（1661）年
に公儀橋になったといわれている。当時の橋付近は、絶好の
行楽地で夕涼みや船遊び、花火見物、月見の舞台などで賑
わっていたようだ。一方、天保7（1831）年に起こった大塩平
八郎の乱で「救民」の旗を掲げた勢力が、この難波橋を南に
渡り北船場へと入ったという歴史ももつ橋である。
　現在のような立派な橋になったのは、以前は一筋西側に
架かっていた橋を、市電事業第三期線として計画された堺
筋線に移し、中之島公園と一体となった都市景観
の創造が図られたため。市章を組み込んだ高欄、華
麗な照明灯、親柱上の阿吽のライオン彫刻、公園へ
降りる石造りの階段など意匠設計がなされている。
その後、昭和50（1975）年に架け換えられたが、装
飾部は旧来のものが使われている。

難　波　橋〈土佐堀川〉なにわばし●Naniwa-bashi

　中之島公園の先端付近の土佐堀川と堂島川に架かる橋
が天神橋。文禄3（1594）年に架けられたと伝わるが、当時、
橋名はなく新橋といわれていた。しかし、天満天神社が橋の
北側にあったことから、次第に天神橋と呼ばれるようになり、
寛文元（1661）年公儀橋になったといわれている。
　天神橋は上町台地と大阪の北部を結ぶ重要な役割を果
たしていた。それは天保8（1837）年、大塩平八郎の乱の発
生を知った江戸幕府が、いち早く浪華三大橋（天満橋、天
神橋、難波橋）を壊し、反乱軍を防ごうとしたことでも分かる。
　橋は明治18（1885）年の大洪水で流失した。その後、鉄
橋化されることになりドイツからの輸入品で、ボーストリングト
ラス桁橋が用いられた。
　現在の橋は、第一次都市計画事業に基づき昭和9（1932）
年に完成したもので、低めのアーチが周りの風景とマッチし、
水都大阪の代表的な景観を作っている。昭和62（1987）年
に、中之島公園の剣先側にらせん形のスロープが設けられ
ると同時に美装化がなされ、遣唐使船の陶板ブロックや天
満宮所蔵の天神祭絵巻を模した絵陶板が飾られた。

天　神　橋〈土佐堀川〉てんじんばし●Tenjin-bashi
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